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和歌山県消防学校 
１ 基本方針 
  消防職員、消防団員等を対象として、消防の責務を正しく認識させるとともに、消防人とし

て必要な人格の向上、学術、技能の修得、体力、気力の練成、規律の保持、協同精神のかん養

を図り、もって公正明朗かつ能率的に職務を遂行し得るよう、その資質を高めることを目的と

して各種教育訓練を実施する。 
 
２ 教育訓練の目的 

１ 令和７年度 教 育 訓 練 の 基 本 方 針 及 び 目 的

学     科 教 育 訓 練 目 的 

  

消 
 
 
防 
 
 
職 
 
 
員 
 

初任教育（第４９期） 

県内消防本部において、新たに採用された消防職員を対象とし
て、消防職員として必要な基礎的教育訓練を行う。 

なお、教育期間中に第２級陸上特殊無線技士免許取得のための講
習を併せて実施する。 

専科

教育 

火 災 調 査 科 
（ 第 １ ２ 期 ） 

火災調査担当者として、必要な火災原因の調査、損害の調査及び
報告等に関する知識、技術の修得を図るために実施する。 

救  急  科 
（第２９期） 

新たに救急業務に従事することとなる消防職員に対し、「救急隊
員の行う応急処置の基準」（昭和５３年消防庁告示第２号）に規定す
る応急処置等を行う事ができる救急隊員を養成するために実施す
る。 

救  助  科 
（第２１期） 

現任消防職員を対象として、救助に関する専門知識の向上と技能
の修得を図るために実施する。 

幹部

教育 
中 級 幹 部 科 
（第１７期） 

原則として消防司令補の階級にある者を対象として、幹部として
必要な知識及び指揮監督能力の向上を図るために実施する。 

特別

教育 

無線通信教育 現任職員を対象として、第２級陸上特殊無線技士免許取得のため
の講習を実施する。                      

潜水救助教育 
（ 第 ８ 期 ） 

潜水士免許（国家資格）取得者を対象として、潜水救助に関する
専門的知識の向上と技能の修得を図るために実施する。 

消防操法指導員教育 
（ 第 ４ 期 ） 

消防団員の指導に当たる消防職員を対象として、指導者として必
要な知識及び指導能力の向上を図るために実施する。 

救急隊長教育 
（ 第 ５ 期 ） 

救急隊長を対象として、必要な知識及び指揮監督能力の向上並び
に連携能力、コミュニケーション能力を養うために実施する。 

通信指令教育 
（ 第 １ 期 ） 

現任消防職員を対象として、通信指令に関する専門的知識の向上
と技能の習得を図るために実施する。 

消

防

団

員 

専科教育 機関科 
（第１３期） 

現任消防団員を対象として、専門的な知識、技能の修得を図るた
めに実施する。 

幹  部  教  育    

指 揮 幹 部 科      

現場指揮課程（第９期） 
分団指揮課程（第７期） 

部長と同等の実務経験のある班長以上の階級にある者を対象と
し、現場指揮課程は、災害時における現場指揮者としての職責を自
覚し、現場指揮及び安全管理の知識及び技術を養うために、分団指
揮課程は、分団の指揮者としての職責を自覚し、消防団の管理運営
及び活性化に資する広い知識を養うために実施する。 

特別

教育 

基 礎 教 育 

（第１４、１５期） 

任用後、経験期間の短い消防団員を対象として、基礎的な知識、
技能の修得を図るために実施する。 

自然災害対応教育 
（ 第 ７ 期 ） 

現任消防団員を対象として、各種自然災害対応に関する専門的知
識の向上と技能の修得を図るために実施する。 

特

別

教

育 

自衛 

消防隊

教育 

隊 員 教 育 
（第３３期） 

和歌山県石油コンビナート等防災本部の要請により、石油コンビ
ナート等災害防止法第１６条の規定に基づく特定事業所並びに危
険物大量取扱事業所等の自衛消防隊隊員を対象として、消防知識と
技術の向上を図るために実施する。 

   そ  の  他 市町村等から要請があった場合、教育訓練計画の実施に支障のな
い限りにおいて実施する。 
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区分 教育期間
日　　数

(休祝日含)
教育時間数

７年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
８年
１月

２月 ３月 備　　　考

4／7（月）～9／12（金） 159 876 7 12 寮・健

火災調査科（第12期） 12／2(火)～12／12(金) 11 72 2～12 寮

救急科（第29期） 2/3（火）～3/25（水） 51 272 3 25 寮

救助科（第21期） 10／16（木）～11／12（水） 28 152 16 12 寮

幹部
教育

中級幹部科（第17期） 1／7（水）～1／16（金） 10 56 7～16 寮

無線通信教育 5／15(木)、5／16(金) 2 11 15、16 通(初任教育併設)

※第1回潜水救助指導教官研修会 7／7（月）～7／11（金） 5 40 7～11 寮等

※第2回潜水救助指導教官研修会 9／17（水)～9／19(金) 3 24 17～19 寮

　　潜水救助教育（第8期） 9／24(水)～10／7(火) 14 80 24 7 寮・健

　　消防操法指導員教育(第4期) 12／17(水)、12／18(木) 2 16 17、18 寮

　　救急隊長教育（第5期） 1／27（火）～1／28（水） 2 16 27～28 寮

　　通信指令教育（第1期） 11／26（水）～11／28（金） 3 24 26～28 寮

専科
教育

    機関科（第13期） 10／11（土）、10／12（日） 2 16 11、12 寮

幹部
教育

指揮幹部科　現場指揮課程（第9期）
　　　　　　　　　分団指揮課程（第7期）

11／18（火）、１1／19（水） 2 16 18、19 寮

   基礎教育（第14、15期） 11／16（日）、12／14（日） 各１ 各８ 16 14 通

   自然災害対応教育（第7期） 9／21（日） 1 8 21 通

特
別
教
育

1／20（火）～1／23（金） 4 32 20～23 寮

　12月～3月

　※　備考欄の「寮」は全寮制、「通」は通学制、「健」は健康診断書が必要な教育です。  

要請があった場合の講師派遣

令和７年度　　　教育訓練実施計画表

教 育 種 別

初任教育（第49期）

専
科
教
育

消
防
団
員

特
別
教
育

 自衛消防隊 隊員教育（第33期）

消
防
職
員

特
別
教
育

-2-



（１）　消防職員

　　ア　初任教育　

　　　　 初任教育第49期 実施期間 ：令和７年４月７日（月） ～ 令和７年９月１２日（金）

教育日数 ：１５９日

教育時間 ：８７６時間

時 間 数 時間配分

現 代 社 会 と 消 防 2

地 域 社 会 と 消 防 2

消 防 職 員 の 使 命 1

消 防 行 政 と 法
法 の 分 類
法 の 効 果 と 適 用
法 律 関 係
行 政 法
法 の 体 系
消 防 法 の 目 的
主 要 規 定 の 概 要
効 果 測 定 1

地 方 自 治 制 度
自 治 体 消 防 制 度
消 防 の 組 織
効 果 測 定 1

地 方 公 務 員 制 度 8

効 果 測 定 1

消 防 実 務
消 防 職 員 の 勤 務 条 件

７２ 文 書 実 務 3
時間 情 報 公 開 と 個 人 情 報 保 護 1

女 性 消 防 職 員 の 勤 務 1

税 に つ い て 1

接 遇 3

事 故 防 止 （ 交 通 安 全 ） 2

人 権 啓 発 2

消 防 英 語 3

物 理 ． 化 学 ． 燃 焼 と 消 火 9
効 果 測 定 1

３　令和７年度　教育種類別教科目及び時間数

10理 化 学

消 防 組 織 制 度 9

種 目 教 科 目 教 科 細 目
時 間 数

基礎教育

服 務 と 勤 務

8

11

8

3

28

倫 理 5

法 学 基 礎 ・ 消 防 法 20
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時 間 数 時間配分
種 目 教 科 目 教 科 細 目

時 間 数

防 火 管 理 の 意 義 6

防 火 ・ 防 火 管 理 制 度 4

統 括 防 火 ・ 防 災 管 理 制 度 3

消 防 広 報 3

自 主 防 災 3

効 果 測 定 1

消 防 法 上 の 危 険 物
危 険 物 施 設 の 規 制
指 定 可 燃 物
効 果 測 定 1

消 防 設 備 等 の 規 制 概 要
主 要 な 消 防 用 設 備 等 の 基 準 概 要
消防用設備等の着工届及び検査等
効 果 測 定 1

総 則
査 察 要 領
違 反 処 理
定 期 点 検 報 告 要 領
査 察 実 習
効 果 測 定 1

総 則
建 築 構 造
建 築 法 令
建 築 規 制
消 防 活 動 上 の 規 制
建 築 図 書
効 果 測 定 1

安 全 管 理 の 概 要
業 務 活 動 別 の 安 全 管 理
精 神 衛 生 2

効 果 測 定 1

特 殊 災 害 の 概 要
特 殊 災 害 の 基 礎 知 識 と 活 動 要 領
ガ ス 災 害 2

火 薬 2

毒 劇 物 1

電 気 災 害 1
効 果 測 定 1

火 災

火 災 防 ぎ ょ の 概 要

火 災 防 ぎ ょ の 行 動

建 物 火 災 防 ぎ ょ

建 物 以 外 の 火 災 防 ぎ ょ

効 果 測 定 1

火 災 原 因 調 査

火 災 損 害 調 査

火 災 調 査 書 類

効 果 測 定 1

実　務　教　育

火 災 防 ぎ ょ 30
29

建 築

査 察

14

27

9
10

15

11

16

3

7

26

13

12

火 災 調 査

予 防 広 報 20

特 殊 災 害 と 保 安 10

消 防 用 設 備

安 全 管 理

危 険 物 8

-4-



時 間 数 時間配分
種 目 教 科 目 教 科 細 目

時 間 数

災 害 対 策 3

気 象 と 災 害 2

土 砂 災 害 3

水 防 工 法 訓 練 4

水 災 防 ぎ ょ 2

石 油 コ ン ビ ナ ー ト 等 災 害 防 止 法 2

地 震 対 策 ・ 減 災 教 室 6

効 果 測 定 1

概 要 4

２３１ 人 体 知 識 15

時間 応 急 処 置 法 15

病 態 別 応 急 処 置 9

救 急 実 習 及 び 関 係 法 令 3

応 急 手 当 普 及 啓 発 3

効 果 測 定 1

消 防 用 自 動 車 等 1

消 防 通 信 2

消 防 ポ ン プ

水 力 学

ポ ン プ 運 用 3

効 果 測 定 1

実　務　教　育
23

310消 防 機 械 ・ ポ ン プ

救 急
50

防 災
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時 間 数 時間配分
種 目 教 科 目 教 科 細 目

時 間 数

訓 練 礼 式 の 概 要

各 個 訓 練

通 常 点 検

敬 礼 動 作

辞 令 等 の 受 領

小 隊 訓 練

申 告 等

効 果 測 定 4

訓 練 の 概 要

ポ ン プ 自 動 車

放 水 訓 練

検 索 及 び 救 助 訓 練

警 戒 区 域 設 定

現 場 工 法 訓 練

ポ ン プ 操 法 訓 練

効 果 測 定 8

概 要

ロ ー プ 取 扱 技 術

救 助 操 法

効 果 測 定 1

消 防 機 器 の 概 要

各種資機材の諸元・性能・取扱要領・

保 守 管 理 要 領 等

車 両 点 検 要 領 2

消 防 機 器 見 学 8

効 果 測 定 1

消 火 活 動 訓 練

救 助 活 動 訓 練

火 災 総 合 訓 練 （ 想 定 訓 練 ）

救 急 救 助 総 合 訓 練 ( 想 定 訓 練 ）

山 林 火 災 防 ぎ ょ 訓 練

効 果 測 定 1

健 康 と 体 力

消 防 職 員 の 体 力 づ く り

運 動 の 生 理

ト レ ー ニ ン グ 計 画 の 立 て 方
３７２ ト レ ー ニ ン グ 要 領 と 実 践
時間 障 害 の 予 防 、 疲 労 回 復 等

そ の 他

体 力 測 定 10

熱 中 症 対 策 2

プ ー ル 清 掃 ・ 溝 掃 除 4

水 泳 8

水 難 救 助 訓 練 8

効 果 測 定 1

実　科　訓　練

46

44

44

55

22

50

74

84

消 防 活 動 訓 練

訓 練 礼 式

82

消 防 活 動 応 用 訓 練

機 器 取 扱 訓 練

救 助 訓 練

体 育

45

55

85
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時 間 数 時間配分
種 目 教 科 目 教 科 細 目

時 間 数

実 務 研 修 消 防 署 勤 務 実 習 40 40

介 助 実 習 ・ 手 話 7

無 線 資 格 講 習 16

入 校 式 等 12

校 歌 指 導 1

面 談 等 8

健 康 診 断 ・ 献 血 4

施 設 見 学 4

そ の 他 の 行 事 101

卒 業 式 8

合　　　　　　　　　　　　　　計

その他

876時間

行 事 そ の 他

23

138

選 択 研 修
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（１）　消防職員
　　 イ　専科教育

                                              実施期間 ：令和７年１２月２日（火） ～ 令和７年１２月１２日（金）
　                  　　　　　　　　　　　　　            教育日数 ：１１日
                   　　　　　　　　　　　　　              教育時間 ：７２時間

教 科 細 目 時 間 数 時間配分 備 考

1 1

点 検 1 1

消 防 法 関 係 4

原 因 調 査 に 係 る 関 係 法 規 等 4

原 因 調 査 の 内 容 6

原 因 調 査 の 進 め 方 6

原 因 調 査 の 要 領 16

損 害 調 査 の 内 容 3

損 害 調 査 の 進 め 方 3

2 2

8 8

8 8

実 務 研 究 課 題 討 議 5 5

1 1

4 4

72 72

調 査 実 習

　 　（ア）火災調査科第１２期 　　　　　　  

教 科 目

講 話

訓 練 礼 式

原 因 調 査 関 係 法 規 8

原 因 調 査 28

損 害 調 査 6

鑑 定

調 査 書 類

事 例 研 究

効 果 測 定

行 事 そ の 他

合 計
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（１）　消防職員
　 　イ　専科教育
　 　（イ）救急科第２９期

　　実施期間 ：令和８年２月３日（火） ～ 令和８年３月２５日（水）
　　教育日数 ：５１日
　　教育時間 ：２７２時間

教 科 細 目 時 間 数 時間配分 備 考

救急業務の総論及び医学概論 5

解 剖 ・ 生 理 30

社 会 保 障 ・ 社 会 福 祉 2

救 急 実 務 及 び 関 係 法 規 14

観 察 25

検 査 8

応 急 処 置 総 論 10

応 急 処 置 各 論 21

救 急 医 療 ・ 災 害 医 療 8

心 肺 蘇 生 10

シ ョ ッ ク ・ 循 環 不 全 8

意 識 障 害 8

出 血 6

一 般 外 傷 12

頭 部 、 頸 椎 （ 頸 髄 ） 損 傷 10

熱 傷 ・ 電 撃 傷 4

中 毒 3

溺 水 3

異 物 （ 気 道 ・ 消 化 管 ） 3

小 児 ・ 新 生 児 6

高 齢 者 6

産 婦 人 科 、 周 産 期 6

精 神 障 害 4

そ の 他 の 創 傷 の 処 置 等 6

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 実 習 24

病 院 実 習 7

指 導 員 研 修 10

効 果 測 定 9

行 事 等 4

272 272

教 科 目

救 急 業 務 及 び
救 急 医 学 の 基 礎

応 急 処 置 の 総 論

病 態 別 応 急 処 置

実 習 及 び 行 事

合 計

28

54

51

72

67

特 殊 病 態 別 応 急 処 置
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（１）　消防職員
　　イ　専科教育
　　（ウ）救助科第２１期

　　実施期間 ：令和７年１０月１６日（木） ～ 令和７年１１月１２日（水）
　　教育日数 ：２８日
　　教育時間 ：１５２時間

教 科 目 教 科 細 目 時 間 数 時間配分 備 考

講 話 1 1

概 要 4

救 助 活 動 に お け る 安 全 管 理 4

救 助 訓 練 に お け る 安 全 管 理 4

危 険 予 知 訓 練 8

概 要 7

緊 急 消 防 援 助 隊 2

救 助 対 策 と 活 動 事 例 16

外 傷 処 置 4

多 数 傷 病 者 発 生 時 の 処 置 4

救 助 器 具 取 扱 訓 練 主 要 な 救 助 器 具 の 取 扱 い 21 21

救 助 訓 練 30 30

総 合 訓 練 想 定 訓 練 32 32

体 力 管 理 1

精 神 衛 生 3

効 果 測 定 学 科 考 査 ・ 実 技 考 査 5 5

行 事 そ の 他 6 6

合 計 152 152

健 康 管 理 4

安 全 管 理 20

災 害 救 助 対 策 25

救 急 8
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（１）　消防職員
　 　ウ　幹部教育

        実施期間 ：令和８年１月７日（水） ～ 令和８年１月１６日（金）
　　　  教育日数 ：１０日
　　　　教育時間 ：５６時間

教 科 細 目 時 間 数 時間配分 備 考

4 4

点 検 ・ 礼 式 2 2

10 10

2 2

8 8

8 8

10 10

実 務 研 究 課 題 討 議 8 8

4 4

56 56
合 計

      中級幹部科第１７期　　　　　　　

教 科 目

講 話

訓 練 礼 式

消 防 時 事

消 防 財 政

人 事 業 務 管 理

安 全 管 理

現 場 指 揮

事 例 研 究

行 事 そ の 他

-11-



（１）　消防職員
　　 エ　特別教育
　　  （ア） 無線通信教育 　

　　　  　　実施期間 ：令和７年５月１５日（木）、令和７年５月１６日（金）
　　　　　　教育日数 ：２日
　　　　　　教育時間 ：１１時間

教 科 目 教 科 細 目 時 間 数 時間配分 備 考

法 規 5 5

無 線 工 学 4 4

修 了 試 験 2 2

合 計 11 11
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（１）　消防職員
　　 エ　特別教育
　 　 （イ）潜水救助教育第８期

　　　　　　実施期間：令和７年９月２４日（水） ～ 令和７年１０月７日（火）
　　　　　　教育日数：１４日
　　　　　　教育時間：８０時間

教 科 目 教 科 細 目 時 間 数 時間配分 備 考

潜 水 救 助 理 論 1 1

潜 水 救 助 資 器 材 取 扱 い 1 1

安 全 管 理 3 3

潜 水 計 画 1 1

基 礎 訓 練 30 30

応 用 訓 練 30 30

実 技 効 果 測 定 6 6

学 科 効 果 測 定 1 1

事 例 研 究 3 3

行 事 そ の 他 4 4

合 計 80 80
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（１）　消防職員
　　エ  特別教育
     （ウ）消防操法指導員教育第４期

実施期間：令和７年１２月１７日（水）、令和７年１２月１８日（木）
教育日数：２日
教育時間：１６時間

教 科 目 時 間 数 時間 配分 備 考

ポ ン プ 操 法 の 基 準 等 2 2

小型ポンプ操法の実施要領 4 4

ポ ン プ 車 操 作 の 実 施 要 領 6 6

行 事 そ の 他 4 4

合 計 16 16

教科細目
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（１）　消防職員
　　 エ　特別教育

実施期間 ：令和８年１月２７日（火）、令和８年１月２８日（水）
教育日数 ：２日
教育時間 ：１６時間

時 間 数 時間配分 備 考

5 5

4 4

3 3

4 4

16 16合 計

　   （エ）救急隊長教育第５期　　　　　　　

教 科 目

救 急 業 務 管 理

安 全 管 理

行 事 そ の 他

現 場 指 揮

教　　科　　細　　目

救 急 実 務 及 び 関 係 法 規

安 全 対 策 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
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（１）　消防職員
　 　エ　特別教育

               実施期間：令和７年１１月２６日（水）～令和７年１１月２８日（金）
               教育日数：３日
               教育時間：２４時間

教 科 目 教 科 細 目 時 間 数 時間配分 備 考

通 信 指 令 総 論 2 2

医 学 的 知 識 通信指令に必要な医学的知識 3 3

情 報 の 公 開 と 保 護 3 3

メ ン タ ル ヘ ル ス 通 信 指 令 室 員 の ス ト レ ス ケ ア 2 2

心 理 学 通 信 指 令 と 心 理 学 3 3

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 等 8 8

行 事 そ の 他 3 3

合 計 24 24

　  　（オ）　通信指令教育第１期　　　　　
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（２）　消防団員
　 　ア　専科教育　機関科第１３期

　　　　　　実施期間 ：令和７年１０月１１日（土）、 令和７年１０月１２日（日）
　　　　　　教育日数 ：２日
　　　　　　教育時間 ：１６時間

教 科 目 教 科 細 目 時 間 数 時間配分 備 考

講 話 1 1

道 路 交 通 関 係 法 令 1 1

緊 急 走 行 要 領 2 2

ポ ン プ 運 用 8 8

機 関 整 備 3 3

行 事 そ の 他 1 1

合 計 16 16
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（２）　消防団員
　 　イ　幹部教育　指揮幹部科　

　    (イ)　 分団指揮課程 第７期　　　　 
              実施期間 ：令和７年１１月１８日（火） 、令和７年１１月１９日（水）                            
              教育日数 ：２日                           
              教育時間 ：１６時間

教 科 目 教 科 細 目 時 間 数 時間配分 備 考

講 話 ・ 現 場 指 揮 ・ 安 全 管 理 0 0 特 例 適 応

防 災 0 0 特 例 適 応

講 話 ・ 現 場 指 揮 ・ 安 全 管 理 1 1

火 災 防 ぎ ょ 訓 練 2 2

水 災 活 動 訓 練 1 1

救 助 ・ 救 命 訓 練 1 1

避 難 誘 導 訓 練 1 1

災 害 情 報 収 集 ・ 伝 達 訓 練
災 害 対 応 図 上 訓 練

4 4

地 域 防 災 指 導 訓 練 1 1

事 例 研 究 4 4

行 事 そ の 他 1 1

合 計 16 16

　備考

　　 上記各課程は、同一学生２日間で実施することとし、重複している教科は統一し時間短縮、夜間及び
　早朝授業等 において不足時間を充足、更に分団指揮課程の教科において「消防学校の教育訓練の
　基準」の特例を適用し「講話・現場指揮・安全管理」及び「防災」の各教科を事前学習及び効果測定の
　実施をもって受講に代える。

      (ア) 　現場指揮課程 第９期　　　　　　 
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（２）　消防団員
　 　ウ　特別教育　　　　
      (ア)　基礎教育第１４期、１５期

             実施期間 ：令和７年１１月１６日（日）、令和７年１２月１４日（日）
             教育日数 ：各１日
             教育時間 ：各８時間

教 科 目 教 科 細 目 時 間 数 時間配分 備 考

消 防 組 織 等 1 1

訓 練 礼 式 1 1

警 防 訓 練 4 4

行 事 そ の 他 2 2

合 計 8 8
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（２）　消防団員
　　 ウ　特別教育　　　　
　　　(イ)　自然災害対応教育第７期

実施期間 ：令和７年９月２１日（日）
教育日数 ：１日
教育時間 ：８時間

教 科 目 時 間 数 時間配分 備 考

概 論 1 1

自 然 災 害 対 応 訓 練 6 6

行 事 そ の 他 1 1

合 計 8 8

教科細目
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（３）　特別教育
　　　 自衛消防隊　隊員教育第３３期

　　　　実施期間 ：令和８年１月２０日（火）～令和８年１月２３日（金）
　　　　教育日数 ：４日
　　　　教育時間 ：３２時間

教 科 細 目 時 間 数 時間配分 備 考

講 話 2

訓 練 礼 式 2

地 震 対 策 4

火 災 防 ぎ ょ 4

消 火 訓 練 4

救 助 訓 練 4

救 急 訓 練 4

行 事 等 8 8

合 計 32 32

そ の 他

合 計

教 科 目

基 礎 教 育 4

実 務 教 育 8

実 科 訓 練 12
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区　　分 入 校 対 象 者

新たに採用された消防職員

火 災 調 査 科 現任消防職員

救 急 科 新たに救急業務に従事することとなる消防職員

救 助 科 現任消防職員

幹部教育 中 級 幹 部 科    原則、消防司令補の階級にある者

無 線 通 信 教 育 現任消防職員

潜 水 救 助 教 育 潜水士免許取得者

消防操法指導員教育 現任消防職員

救 急 隊 長 教 育 原則、救急隊長の職にある者

通 信 指 令 教 育 現任消防職員

専科教育 機          関          科 現任消防団員

幹部教育 
　 指揮幹部科

現場指揮課程、分団指揮課程
部長と同等の実務経験がある班長以上の階級にあ
る者

基 礎 教 育 消防団員としての経験が短い消防団員

自 然 災 害 対 応 教 育 現任消防団員

自衛消防隊教育 隊 員 教 育 事業所の自衛消防隊員

４　教育種別毎の入校対象者

特別教育

その他の特別教育

教 育 種 別

初 任 教 育

消防団員

特別教育

専科教育

消防職員

特別教育
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（単位：円）

食 費 図書教材費 共 益 費 校外訓練研修費等 無線資格取得経費

401,200 189,400 65,100 59,100 62,400 25,200 寮 泊

(401,200) (189,400) (65,100) (59,100) (62,400) (25,200) 毎年度実施

67,600 15,200 43,900 8,500 寮 泊
(66,900) (14,500) (43,900) (8,500) 前回、令和4年度

112,400 58,200 29,000 21,800 3,400 寮 泊
(112,400) (58,200) (29,000) (21,800) (3,400) 毎年度実施

57,500 32,400 11,200 13,900 寮 泊
(56,800) (31,700) (11,200) (13,900) 前回、令和5年度

23,100 12,000 4,400 6,700 寮 泊
(23,100) (12,000) (4,400) (6,700) 前回、令和4年度

27,000 1,300 500 25,200 通 学
(27,000) (1,300) (500) (25,200) 毎年度実施

41,000 17,200 9,500 9,200 5,100 寮 泊
(41,000) (17,200) (9,500) (9,200) (5,100) 毎年度実施

5,800 2,600 2,000 1,200 寮 泊
(5,800) (2,600) (2,000) (1,200) 前回、令和5年度

5,400 2,600 1,600 1,200 寮 泊
(5,400) (2,600) (1,600) (1,200) 毎年度実施

14,200 4,600 6,000 3,600 寮 泊
新規教育

5,800 2,600 2,000 1,200 寮 泊
(5,800) (2,600) (2,000) (1,200) 毎年度実施

5,800 2,600 2,000 1,200 寮 泊
(5,800) (2,600) (2,000) (1,200) 毎年度実施

1,400 600 800 各１日(通学)
(1,400) (600) (800) 毎年度実施

1,400 600 800 １日(通学)
(1,400) (600) (800) 毎年度実施

14,300 6,600 1,700 6,000 寮 泊
(14,300) (6,600) (1,700) (6,000) 前回、令和6年度

（注） ○　上記の経費は、情勢により変更することがあります。
○　各教育とも休日（土曜日、日曜日、休校日）の食費並びに休日の前日、金曜日の夕食及び休日の翌朝の食費は含んでいません。

特別
教育

自衛消防隊隊員教育（第33期）

○　各教育とも入校及び本部連絡等の交通費（旅費）は含んでいません。

潜水救助教育（第8期）

消防操法指導員教育（第4期）

救急隊長教育（第5期）

消
防
団
員

専科
教育

自然災害対応教育（第7期）

機 関 科 （ 第 13 期 ）

消

防

職

員

令和7年度 　和歌山県消防学校入校経費（見込額）
（　　　　　　　）内は前年度又は前回の経費

幹部
教育

　指揮幹部科　現場指揮課程（第9期）
   　　　　　　 　　分団指揮課程（第7期）

基礎教育（第14、15期）

初 任 教 育 （ 第 49 期 ）

特
別
教
育

火災調査科（第12期）

救 急 科 （ 第 29 期 ）

特
別
教
育

幹部
教育

中級幹部科（第17期）

無 線 通 信 教 育

通信指令教育（第1期）

専
科
教
育

救 助 科 （ 第 21 期 ）

区分 教 育 種 別 入 校 経 費
左 の 内 訳

備 考
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６ 入校申込要領等  
 （１）入校申込要領等  
    任命権者（消防長、消防団長等）は、「別表 入校手続事務処理要領」に基づき、

教育課程に必要な関係書類を入校申込受付締切日までに提出してください。  
    なお、申込みに際し事前の連絡は原則、行いません。  

  ア 提出書類  
    別紙様式のとおり。  

① 入 校 申 込 書（別記第１号様式）  
② 履  歴  書（別記第２号様式 教育内容に応じ）  
  ※写真については、別紙「８その他」を参照  
  ※職歴については、各消防本部での階級昇任ごとの年月を記載  
③ 入校学生名簿（様式第１号 :初任教育、第２号 :初任教育を除くすべての

教育）エクセルデータを下記代表メールに送付してください。送付要

領は別紙参照。なお、紙ベースでの提出は必要ありません。  
④  事 例 討 議 資 料（様式第３号）  
⑤ 健 康 診 断 書（様式第４号）※別紙「８その他」を参照  

（２）入校者の決定  
    入校申込書等が到着後、「別表 入校手続事務処理要領 入校決定予定日」を目安

に決定し、関係機関に入校承認の通知を行います。  
（３）入校受付  

    原則、入校日の８時４５分から９時３０分まで、宿泊棟（誠心寮）玄関において  
行いますが、教育により変更する場合があります。その際は、事前に連絡をいたし  
ます。  

    初任教育については、入寮日の１３時００分から１４時００分まで屋内訓練場で、 
無線通信教育については、講習日の８時１０分から８時３０分まで教育管理棟玄関  
において行います。  

  
 その他  
 （１）入校中の食事は、学校で用意します。  

（入寮日の昼食から卒業（修了）日の昼食まで。）  
 （２）服装、頭髪等は端正にして入校してください。  
 （３）車両の乗り入れについては、各所属において事前に許可を取っておいてください。 

（学校への書類の提出は必要ありません。）  
 （４）教育期間中健康管理のため、常備薬等を準備してください。  
 （５）遠隔地等特別な理由がある場合は、教育訓練日前日の寮宿泊を認めることとして

います。（入校日の前日は、認めません）  
 （６）記録媒体を持参する場合は、必ず新品（準備できない場合はライブアップデート

後にウイルスチェックしたもの）を持参するようにしてください。学校内で使用す

る場合は必ず職員へ申し出てください。  
 （７）教育期間中に限らず、教育に関する画像及び動画、内容等を SNS 等へ投稿するこ

とは原則、禁止します。  
 （８）校内の車両走行については、２０Ｋｍ／ｈ以下の速度で走行してください。  
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別記第1号様式
別記第２号様式
　（消防職員用）

別記第２号様式
（消防職・団員を除く）

様式第１号 様式第２号 様式第３号 様式第４号

令和7年2月21日（金） 令和7年3月7日（金） ○ ○ ○ ○

　　火災調査科（第12期） 令和7年10月17日（金） 令和7年10月31日（金） ○ ○ ○ ○

　　救急科（第29期） 令和7年12月26日（金） 令和8年1月 9日（金） ○ ○ ○

救助科（第21期） 令和7年8月29日（金） 令和7年9月12日（金） ○ ○ ○ ○

幹部
教育

中級幹部科（第17期） 令和7年11月21日（金） 令和7年12月5日(金） ○ ○ ○ ○

無線通信教育 令和7年4月4日(金） 令和7年4月18日(金） ○ ○ ○

潜水救助教育（第8期） 令和7年8月8日（金） 令和7年8月22日（金） ○ ○ ○ ○ ○

消防操法指導員教育（第4期） 令和7年10月31日（金） 令和7年11月14日（金） ○ ○ ○

救急隊長教育（第5期） 令和7年12月 12日（金） 令和7年12月26日（金） ○ ○ ○

通信指令教育（第1期） 令和7年10月10日（金） 令和7年10月24日（金） ○ ○ ○

専科
教育

　　機関科（第13期） 令和7年8月29日（金） 令和7年9月12日（金） ○ ○

幹部
教育

　　指揮幹部科　現場指揮課程（第9期）
　　　　　　　　　　 分団指揮課程（第7期）

令和7年10月3日（金） 令和7年10月17日（金） ○ ○

　　基礎教育（第14期） 令和7年10月3日（金） 令和7年10月17日（金） ○ ○

　　基礎教育（第15期） 令和7年10月31日（金） 令和7年11月14日（金） ○ ○

　　自然災害対応教育（第7期） 令和7年8月8日（金） 令和7年8月22日（金） ○ ○

令和7年12月5日（金） 令和7年12月19日（金） ○ ○ ○

　※　入校者がいない場合は、ＦＡＸ又はメールでその旨ご連絡下さい。        　※　申込み書類に不備がある場合は、入校決定日が遅れることがあります。 

  ※　無線通信教育については、上記以外に住民票又は戸籍抄本を1部、写真3枚が必要です。写真については別紙「８その他」を参照して下さい。

特
別
教
育

　　　自衛消防隊 隊員教育（第33期）

　　その他の特別教育

別表6－１

令和7年度　　　入校手続事務処理要領

区分 教　育　課　程 入校申込受付締切日 入校決定予定日

提　出　書　類

初任教育（第49期）

専
科
教
育

消
防
団
員

特
別
教
育

消
防
職
員

特
別
教
育
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別紙（６入校申込要領関係） 

 

 

事  務  連  絡 
令和元年 ７月２６日 

 
 県内各消防本部（局）担当者様 
 県内市町村 担当者様 
 

和歌山県消防学校 
 

和歌山県消防学校入校申込要領について 
 
時下、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 平素は、当校の教育訓練に御理解、御協力を賜り厚く御礼申し上げます。 
 さて、標記につきまして下記のとおりとさせていただきますので御理解、御協力

をお願いいたします。 
 

記 
 
 令和元年１０月１日以降に開催するすべての教育入校申込データ（様式第１号・

様式第２号：エクセル）は、学校代表メール「e0901011@pref.wakayama.lg.jp」
に送付してください。 
 なお、件名を 【入校申込】○○○消防本部（○○○市町村）消防職員（消防団

員）○○○科（第○期）（○○○教育（第○期））に統一していただきますようお願

いいたします。 
 
例１ 【入校申込】加太消防本部 消防職員 警防科（第１７期） 
例２ 【入校申込】加太町 消防団員 基礎教育（第７期） 

    ※すべて全角でお願いします。 
 
 また、従前からお知らせしているとおり、事前連絡はいたしませんので和歌山県

教育訓練実施要領に基づき処理していただき、お申込を失念されませんよう御注意

ください。以上よろしくお願いいたします。 
 
【要領・様式はホームページから DL できます】 
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/011600/shoubougakkou/index.html 
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別紙（６入校申込要領関係） 

 

 

事 務 連 絡 
令和５年 12 月 27 日 

 
 県内各消防本部（局）担当者様 
 県内市町村 担当者様 
 第五管区海上保安本部 担当者様 
 

和歌山県消防学校 
 

和歌山県消防学校入校申込要領について 
 
 時下、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 
 平素は、本校の教育訓練に御理解、御協力を賜り厚く御礼申し上げます。 
 さて、標記につきまして下記のとおりとさせていただきますので御理解、御協力

をお願いいたします。 
 

記 
 
 令和６年度以降に開催するすべての教育入校申込にかかる関係書類（下記参照）

は、押印を省略することで統一いたします。 
 なお、押印省略に伴い、従来郵送でお願いしていました入校申込書類につきまし

ては、和歌山県消防学校代表メール（e0901011@pref.wakayama.lg.jp）に送付し

ていただきますようお願いいたします。 
 
【押印が省略となった様式一覧】 
    ・「入校申込書」 別記第１号様式（第５条関係）  
    ・「履歴書」 別記第２号様式（第５条関係）  
    ・「健康診断書」 様式第４号 
 
 また、従前からお知らせしているとおり、事前連絡はいたしませんので和歌山県

教育訓練実施要領に基づき処理していただき、お申込を失念されませんよう御注意

ください。以上よろしくお願いいたします。 
 
【要領・様式はホームページから DL できます】 
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/011600/shoubougakkou/index.html 
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７　服装及び携行品

制

服

制

帽

消

防

手

帳

ワ

イ

シ

ャ

ツ

（

白

色

）

ネ

ク

タ

イ

黒

短

靴

白

手

袋

活

動

服

（

①

）

防

寒

衣

ア

ポ

ロ

キ

ャ

ッ

プ

作

業

用

手

袋

（
皮

手

袋

）

軍

手

発

掘

作

業

用

手

袋

編

上

靴

保

安

帽

（
ヘ

ル

メ

ッ

ト

）

防

火

帽

防

塵

メ

ガ

ネ

防

火

衣

防

火

手

袋

防

火

靴

ゴ

ム

長

靴

運
動
靴
2
足

（
屋
内
用
・
屋
外
用

）

ト

レ
ー

ニ

ン

グ

ウ

ェ
ア

（
上

下

）

黒

靴

下

ス

リ

ッ

パ

雨

衣

小

綱

カ

ラ

ビ

ナ

安

全

帯

ヘ

ッ

ド

ラ

イ

ト

膝

・

肘

パ

ッ

ト

防

塵

マ

ス

ク

耳

栓

ホ

イ

ッ

ス

ル

ウ

ェ

ッ

ト

ス

ー

ス

一

式

マ

ス

ク

・

ス

ノ
ー

ケ

ル

・

フ

ィ
ン

ウ

エ

イ

ト

Ｂ

Ｃ

潜

水

用

ボ

ン

ベ

　
2

本

潜
水

（
水
難

）
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト

ス

ロ

ー

バ

ッ

ク

ラ

イ

フ

ジ

ャ

ケ

ッ

ト

健

康

保

険

証

筆

記

用

具

火
災
報
告
取
扱
要
領
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク

消

防

関

係

法

規

集

印

鑑

そ

の

他

寮

生

活

に

必

要

な

日

用

品

雑

巾

（

２

枚

）

○○○○○○○○ ○□○ ○○○□○□○ □□○○○□□ ○○□□○○○

警 防 科 ○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○ ○○○○○○○ ○ ○○ ○○○○

火 災 調 査 科 ○○○○○○○○○○○○○ ○ ○○○○ ○○○○○ ○○○○○○○

救 急 科 ○○○○○○○○○○○ ○ ○○○○ ○○ ○○○

救 助 科 ○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○ ○○ ○○○

特 殊 災 害 科 ○○○○○○○○○○○ ○○ ○○○○○ ○○ ○○○

予 防 査 察 科 ○○○○○○○○○○○ ○○ ○ ○○○○○ ○○ ○○○○

初 級 幹 部 科 ○○○○○○○○○○○○ ○ ○○○○○ ○○ ○○○

中 級 幹 部 科 ○○○○○○○ ○○ ○○○○ ○○ ○○○

上 級 幹 部 科 ○○○○○○○ ○○ ○○○○ ○○ ○○

無線通信教育 ○ ○○ ○ ○○ ○

潜水救助教育 ○○○○○○○○○○○ ○○○○○ ○○○○○☆ ○○ ○○○

水難救助教育 ○○○○○○○○○○○ ○○○○○ ○ ☆☆☆○○ ○○○
消 防 操 法 指 導 員 教 育○○○○○○○○○○○ ○ ○○○○○○ ○○ ○○○
自然災害対応教育○○○○○○○○○○○ ○○ ○○○○ ○○○○○ ○○○○○○ ○○ ○○○
救 急 隊 長 教 育○○○○○○○○○○ ○○○○ ○○ ○○○
通 信 指 令 教 育○○○○○○○○○○ ○○○○ ○○ ○○○

専科教育機 関 科 ○○○○○ △○ ☆ △○○ ○○ ○○ ○○

幹部教育現場・分団指揮課程 ○○○○○ △○ ○ ☆ △○○ ○○ ○○ ○○

基 礎 教 育 ○○○○○ △○ ☆ △ ○ ○○ ○
自然災害対応教育 ○○○○○ △○ ☆ ☆ △ ○ ○○ ○

隊 員 教 育 ○ ○○○ △○☆ ☆☆☆△○○ ○○ ○○ ○○

幹 部 教 育 ○ ○○○ △○☆ ☆☆☆△○○ ○○ ○○ ○○

※①・・・救助科は救助服、救急隊長教育は救急服もしくは活動服、自衛消防隊教育は各事業所の作業服
※△・・・消防団教育及び自衛消防隊教育の場合は、編上靴又は長靴ですが、機関科にあっては長靴とします。
※□・・・最初の物はこちらが用意します。ただし、屋外運動靴は持参させて下さい。
※☆・・・貸与されている方、所有している方は持参してください。
※初任教育で上記以外の持ち物の詳細は、こちらから通知します。
※持ち物には必ず名前を記入して下さい。
※他に必要な持ち物については、随時こちらから事務連絡します。

区分 学 科

専科教育

特別
教育

その他の特別教育

初 任 教 育

自衛消防
隊教育

※別途調整

消防
職員

特別教育

その他

幹部教育

消防
団員

特別教育

服装等
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８ その他 
 

 

1 写真について 

（1）縦４５ｍｍ、横３５ｍｍの大きさのカラー写真であること。（デジタル写真でも可能） 

（2）正面、無帽、無背景、上三分身像とする。（消防職員は制服、その他の方は作業着、スーツ等） 

（3）最近６か月以内に撮影したもの。（履歴書の所定欄に貼り付けること。） 

 ※無線通信教育は無線資格取得用に、縦３０ｍｍ×横２４ｍｍの写真が３枚必要。 

  なお、(2)に加えて、フチなしとする。 （初任教育入校予定者は入校後に撮影） 

 

 

2 健康診断書について 

（1）初任教育 

医療機関で発行された健康診断書（写し可、異常所見がある場合は消防学校での生活に問

題ない旨の記載が必要）又は、採用時等に提出された医療機関発行の診断書及び定期健診等

の結果を基に、所属長が判断した健康診断書（様式第４号）のいずれかを提出すること。 

（2）潜水救助教育 

医療機関で発行された健康診断書（写し可、異常所見がある場合は消防学校での生活に問

題ない旨の記載が必要）又は、定期健診等の結果を基に、所属長が判断した健康診断書（様式

第４号）のいずれかを提出すること。 

 

3 活動服について（消防団員に係る教育を除く） 

 上衣左胸ポケットに名札を取り付ける。 

（1）名札の材質は、比較的厚い白の布地を使用すること。 

（2）油性の黒フェルトペンで、楷書体で太く大きく書くこと。 

（3）強固に縫い付けること。 

 

 

10 ㎝ 
名
字 

7 ㎝ 

（左胸ポケット） 
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別記第１号様式（第５条関係） 
 
 

入 校 申 込 書 
 

   年   月   日  
 
 

和歌山県消防学校長 様 
 
 

任命権者                 
 

 
  貴校の        教育                  第     期に 
 

下記の者を入校させたいので、関係書類を添付の上、申し込みます。 
 

 
記 
 
 

           階   級         氏     名 
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別記第２号様式（第５条関係） 

履  歴  書   (消防職員用) 

所   属 消防本部（局） 
 
     写 

真 
貼 
付 
欄 

縦 45 ㎜×横 35 ㎜ 

部   署 
 
 

ＴＥＬ 

氏
ふり

   名
がな

    

階   級 

職   名 
階級             職名 

生 年 月 日 年     月     日生 （満    歳） 

本 籍 地 （都道府県名のみ記入） 

現 住 所 
 〒 
 

ＴＥＬ 

消 防 学 校 
 

履 修 歴 

 
年  月  初任教育    科    課程   期卒（卒業） 
年  月    教育    科    課程   期卒（修了） 
年  月    教育    科    課程   期卒（修了） 
 

 
 

 
 

 

最 終 学 歴 

 
 

職   歴 

 
年   月       
年   月       
年   月       
年   月       
年   月       
年   月       
年   月       
年   月       
年   月       
年   月       

                 （消防歴   年   月） 
 

資 格 技 能 

   

 
上記のとおり相違ないことを証明する。 

 
 

年   月   日 
 
 

消防長 氏名                          
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別記第２号様式（第５条関係） 

履  歴  書   （消防職・団員を除く） 

所   属  
 

 
写 
真 
貼 
付 
欄 

縦 45 ㎜×横 35 ㎜ 

部   署 
 
 

ＴＥＬ 

氏
ふり

   名
がな

    

職   名 職 名 

生 年 月 日  年     月     日生 （     歳） 

現 住 所 

 〒 
 

ＴＥＬ 

主 な 職 歴  

 
       年   月 
       年   月 
                               

 
 上記のとおり相違ないことを証明する。 
 

年   月   日 
 
 

所属長 氏名 
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.

　

上

衣

ズ

ボ

ン

大

卒

短

大

卒

専

卒

高

専

卒

高

卒

大

型

中

型

準

中

型

(

5
t

限
定

)

準
中
型

普

通

1 加太市消防局 消防士 和歌山　太郎 ワカヤマ　タロウ 男 H27.4.1 H2.8.1 26 180.5 80.3 27.5 Ｌ Ｌ Ｍ Ｍ
和歌山県加太市
1234番地

○ ○ ○
加太医療専門

学校

潜水士・玉掛け・小型移
動式クレーン・危険物乙

種四など

2

3

4

5

1 0 0 1 0 0 0 0 1

※

※

※

090-1234-5678

携

帯

電

話

番

号

（
資

格

技

能

等

）

備

考

自 動 車 免 許フ

リ

ガ

ナ

生

年

月

日

救

命

士

年

齢

身

長

（
ｃ

ｍ

）

防

火

手

袋

自

宅

電

話

番

号

最

終

学

歴

住

　
所

性

 
別

年齢は、入校日を基準としてください。

最 終 学 歴

所

属

ト レー ニン
グ

ウ ェ ア
皮

手

代表メール宛てエクセルデータで提出して下さい。

靴

（

ｃ

ｍ

）

身長・体重・靴の各サイズについては小数点第１位まで記入して下さい。（物品購入に使用します。）

氏

名

階

級

073-123-4567

機関名：

担当者：

電話番号：

体

重

（
Ｋ

ｇ

）

様式第１号 入校学生名簿（初任教育）　　

拝

命

年

月

記入例
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.

1 加太市消防局 消防司令 和歌山　太郎 ワカヤマ　タロウ 男 H27.4.1 H2.8.1 26 和歌山県加太市1234番地 〇

2

3

4

5

1

※

※

住

　
所

所

属

氏

名

フ

リ

ガ

ナ

生

年

月

日

階

級

代表メール宛てエクセルデータで提出して下さい。

年齢は、入校日を基準としてください。

性

別

様式第２号　　　　　　　　　　入校学生名簿（初任教育を除くすべての教育）

自

宅

電

話

番

号

携

帯

電

話

番

号

090-1234-5678073-123-4567

機関名：

担当者：

電話番号：

教育名【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

救

命

士

拝

命

年

月

年

齢

記入例
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様式第３号 

事例討議資料 

                  教育   科（第  期） 

所属消防本部  階級  氏名  

内 容 体験発表（現場・訓練）  研究発表（検証）  その他（情報交換等） 

テーマ  

 

消防職員歴     年 入校する教育課程の 
業務歴（幹部教育除く） 

    年 主たる業務  

（注） この資料は、講義に使用する場合があるので内容等が十分理解できるように記載すること。 
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所　　　　　　属

氏　　　　　　名 性別 生年月日 　　　　　年　　月　　日

住　　　　　　所

現  病  及  び
既  往  症  等

特　記　事　項

　上記の者については、 　　　年 　　　月 　　　日に受検した健康診断の結果、健康状態が

入校する教育訓練課程に支障ないことを証明します。

　

　　　　　年　　 月　　 日

　　所　　属　　長　　名

健 　康 　診 　断　 書

様式第４号
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徒歩２km 

和歌山県消防学校案内図 

 
 
 
 
 
 

  所要時間２５分  所要時間４０分 

 所要時間３０分 

  所要時間３５分  所要時間３５分 

和歌山 IC 南海和歌山市駅 

和 歌 山 県 消 防 学 校 

和歌山北 IC JR 和歌山駅 交 

通 

ア 

ク 

セ 

ス 
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